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水俣学講義



元水俣保健所長の伊藤蓮雄氏
１９６８年



１９５０年から１９６０年にかけて水俣
湾で使われていた漁具







猫の全滅を伝える熊本日日新聞
（１９５４年８月１日付）



恋路島帆走競技大会
（１９５４年７月）



恋路島キャンプ場
（１９５４年７月）



水俣湾と埋め立て地と恋路島
（２０１３年）



田中実子さん
（公式確認第一号患者＝２０１６年１２月）



２２歳の頃の田中実子さん
（１９７６年、父親の義光さんと母親のアサヲさ
ん、遺影は８歳で亡くなった静子さん）



水俣病の第一号患者の届けがあった
水俣市月浦坪谷（２０１６年１２月）



石牟礼道子さん



原因不明の疾患発生を届けた
野田兼喜医師（１９９９年４月）



チッソ付属病院の細川一院長



チッソ付属病院前での医師や看護師。
後列左から３人目が細川一氏



細川一氏が水俣病原因解明の実験
に使った猫小屋（水俣病歴史考証館）



水俣湾の埋め立て地



ヘドロが堆積した水俣湾
（１９７３年３月）



水俣湾埋め立て地の断面図



水俣湾の鋼矢板の打ち込み作業
（１９８５年１０月）



水俣湾の埋め立て地 ２０１３年撮影



中央奥が水俣湾の埋め立て地
２０１７年５月



伊藤蓮雄氏の時代と役割

☆水俣病公式確認時の水俣保健所長
１９５６年５月１日 チッソ付属病院から届け出
早急な調査、早期対応 伝染病の扱いで差別や
恐怖心を生むー長く残った

☆猫実験で水俣湾産の魚介類で水俣病
を発症 １９５７年 先駆けた実験

水俣湾の魚介類が原因と分かる。

☆当時、熊本県は財政再建団体だっ
た



水俣病６１年とは

◇なぜ続いているか
・不作為の歴史が問題を生み続けている

・被害者が異議を申し立てている

◇無視された〝小さな〟訴え
・被害者の声

・水産庁の指摘 霞が関の論理

・多数の側の利益 多数の側の無関心

◇失敗こそが最高の教訓になる
・２回も繰り返された。なぜか。ここからくみとることは何か。
本当の反省は身を切り刻むことから始まる



水俣資料館語り部・緒方正実さんの話を聞く
天皇、皇后両陛下（２０１３年１０月２７日）



天
皇
陛
下
の
言
葉

本
当
に
、
お
気
持
ち
を
察
す
る
に
余

り
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
真
実
に
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
み
ん
な

で
作
っ
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
あ
ら
た

め
て
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
込
め
て
、
こ
の
年
ま
で
過
ご

し
て
い
ら
し
た
と
い
う
こ
と
に
深
く
思

い
を
致
し
ま
す
。

今
後
の
日
本
が
、
自
分
が
正
し
く
あ

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
、

そ
う
な
れ
ば
と
、
み
ん
な
が
そ
の
方
向

に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（２
０
１
３
年
１
０
月
２
７
日
、
訪
問
先
の
熊
本
県
水
俣
市
で
。

水
俣
病
資
料
館
語
り
部
の
会
会
長
の
緒
方
正
実
さ
ん
が
、
水

俣
病
の
歴
史
や
自
身
が
水
俣
病
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ
て
き
た

こ
と
に
触
れ
た
こ
と
へ
の
返
礼
）
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